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B2 PSoC班ガイダンス 6308教室右(奥の方)
• 1.着席表が正面ホワイトボード右に掲示してあります

• 2.PCを起動してください
• ログイン: hardware パスワード:ホワイトボードに掲示

• 3.ブラウザは Google Chromeを使用します
• 4.Googleで授業のHPを検索してください

• キーワードmeiji psoc
• 5.HPのTOPからB2-HWをクリックしてください

• 6.左側中ほどの第一日目ガイダンス
• Guidance_B2.pdfを開いてください
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B2 ガイダンス:授業サイトについて
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すべての資料は、HPに上げてあります。
HPは、Googleなどで “meiji psoc” を
キーワードにして検索すれば、
見つけられます。QRコードも利用してください。

当該年度を確認

学年のリンクを
クリックして
ください

ブラウザに古いキャッシュが残っている場合がありますから必ずリロードしてください。
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B2 の演習HPページ
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“ガイダンス時は
“B2ガイダンスページ”を
クリックしてガイダンス
ページにジャンプしてくだ
さい。
現在開いている資料は、
このページ内の
Guidance_B2.pdf
です。
Guidance_B2.pdf
ファイルは、授業開始の
前に必ず読んで、予習し
ておいて下さい。

ブラウザに古いキャッシュ
が残っている場合がありま
すから
必ずリロードしてください。
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ハードウェア実習(PSoC班)のねらい
作って楽しみながら組み込みシステムの知識を習得

1.チームごとに自由課題で好きなものを作って発表
センサーで状況変化を検知、音を出したり、モーターを動かしたり、パソコン
と通信して、ゲームやグラフィックスもできる。

2.学習のポイント：組込みシステムの特徴
PCとの違い –プロセッサがリアルタイムでハードウェアを制御

3.習得する３つのポイント –ハードウェアの制御
1.PWM    2.A/D変換とD/A変換 3.割り込みとポーリング

4.授業前にHPのテキスト、資料、課題発表サイトに目を通して予習しておいて
ください。より優れた課題作品が作れます。
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B2/B3 の課題発表Wikiページ
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参考項目の
チーム研究発表B2
チーム研究発表B3
には、これまでの
代表的な
課題製作例が
あります。

B2応用例別
の項目も参照
してください

4日目(最終日)にチーム毎にWiki を作成し
Wiki を使って自由課題の発表(プレゼンテーション)をします。
そのあと課題のデモンストレーションしてもらいます。
(自由課題が時間内に完成しない場合でも減点対象としません。

授業HPからリンクが
あります
http://mikamir.wiki.fc2.c
om/wiki/MEIJI
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各4回の演習内容 – 1日目
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第一日目の課題(ラボ)資料が
HP中段左側にあります。

講義の内容は、
YouTube  にあります

時間に余裕がある人は、
オプション演習をやるか
第二日目の内容に進んで
ください。
先に進んだ場合でも
レポート内容は
第一日目の課題までと
してください。
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各4回の演習内容 – 2日目

2020/4/15 © Renji Mikami – Mikami Consulting / Meiji University 2020 8

第二日目の課題(ラボ)資
料がHP中段左側にありま
す。

講義の内容は、
YouTube  にあります

第二日目の内容も
終わった人は、第三日目の
自由課題制作に進んで
ください。その場合は、
自由課題制作の進め方(必読)
を読んでください

他の設計プロジェクトや各ラボの完成例(マス
タープロジェクト)の参照用ダウンロード・リンク
がHPの右側にあります。
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成績評価とレポート採点の基準

•成績は演習状況点60%、レポート評価点40%の比率です。
•演習状況点：積極的に演習に取り組んでいれば満点
• 減点対象：欠席、遅刻、演習にまじめに取り組んでいない場合など

• やむなき欠席などは、早めに連絡してください。

• レポート採点基準：４回、各回10点満点
•評価はD,C-,C,C+,B-,B,B+,A-,A,A+,Sまでの0-10段階
• Wiki の作り方と全4回のレポート課題は、以下のURLにあります。
• http://mikami.a.la9.jp/meiji/b2/REPORT_B25.pdf
• 次のスライドに上記URLのHP上のリンク場所(画面)を示してあります。
• この資料を読んだあとに、目を通しておいてください
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HP中段に全４回の課題とレポートが示されています

REPORT_B25.pdf を読んでおいてください

全4回の課題とレポート S



Memo

11

フォローアップURL (Revised)

http://mikami.a.la9.jp/meiji/MEIJI.htm

担当講師

三上廉司(みかみれんじ) 

Renji_Mikami(at_mark)nifty.com

mikami(at_mark)meiji.ac.jp (Alternative)

http://mikami.a.la9.jp/_edu.htm

2020/4/15 © Renji Mikami – Mikami Consulting / Meiji University 2020 

S


